
･
･

･
･

･
･

反
対
」
の
初
心
を
貫
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

次
に
、
芝
本
和
己
市
議
（
至
誠
ク
ラ
ブ
）

の
質
問
の
要
約
と
山
口
連
合
自
治
会
に
よ
る

市
会
議
員
を
対
象
に
し
た
説
明
会
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

６月議会
報 告

左
の
ズ
ガ
ニ
の
絵
な
ど
は
１
枚
の
ス
テ

ッ
カ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
口
地
区
産

廃
建
設
反
対
運
動
を
応
援
す
る
和
歌
山
市

の
市
民
団
体
「
和
歌
山
市
の
豊
か
な
自
然

を
守
り
、
環
境
を
考
え
る
会
」
作
成
で
す
。

１
枚
３
０
０
円
、
５
枚
１
０
０
０
円
で
支

援
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

知
し
た
も
の
で
は
な
い
。

質
問

関
係
各
課
と
の
協
議
状
況
は
ど
う

か
。答

弁

河
川
港
湾
課
は
滝
畑
川
の
狭
小
部

の
選
定
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
課
は
そ
れ
に

伴
う
市
道
の
影
響
に
つ
い
て
、

年
（
平
成

26
年
）

月
の
協
議
以
降
の
進
展
は
な
い
。

認
定
外
道
路
管
理
課
は
計
画
区
域
内
の
里

道
・
水
路
の
位
置
図
の
提
出
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
農
林
水
産
課
は
林
道
付
替
え
の

詳
細
な
図
面
と
林
道
受
益
者
の
理
解
を
得
る

よ
う
に
、
耕
地
課
は
南
谷
池
の
水
量
減
少
に

つ
い
て
、
地
元
受
益
者
及
び
水
利
組
合
等
の

理
解
を
得
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
が
、
業
者

か
ら
の
接
触
は
な
く
協
議
の
進
捗
は
な
い
。

水
道
局
に
つ
い
て
は
専
門
技
術
委
員
か
ら

「
建
設
工
事
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
濁
水
の

至
誠
ク
ラ
ブ
の
芝
本
和
巳
議
員
は
「
尾
花

市
長
は
昨
年
９
月
議
会
で
（
裏
面
に
つ
づ
く
）

月

日
に
市
が
業
者
に
提

出
し
た
通
知
書
に
つ
い
て
、

質
問

業
者
に
提
出
し
た
通

知
書
は
市
と
業
者
の
間
の
事
前

協
議
の
終
了
を
通
知
し
た
も
の

な
の
か
。

答
弁

市
の
考
え
を
示
し
た

も
の
で
事
前
協
議
の
終
了
を
通
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17

14

12

発
生
が
懸
念
さ
れ
、
濁
水
の
発
生
は
施
設
機

能
の
停
止
や
給
水
停
止
に
つ
な
が
る
。
建
設

開
始
前
に
取
水
口
を
移
設
す
る
な
ど
の
対
策

が
必
要
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

年

月

日
、
建
設
時
に
お
け
る
濁
水
等
の
影
響
を

考
慮
し
現
在
の
取
水
口
と
は
別
に
、
予
備
水

源
と
し
て
も
う
１
カ
所
取
水
口
を
設
置
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
が
そ
れ
以
降
の
進
捗
は
な

い
。質

問

阪
南
市
の
産
廃
担
当
課
が
和
歌
山

市
の
産
廃
課
に
来
ら
れ
た
と
聞
く
が
ど
う
か
。

答
弁

平
成
27
年
２
月
20
日
に
来
ら
れ
、

事
業
者
か
ら
２
月

日
に
説
明
を
受
け
た
等

の
報
告
を
口
頭
で
受
け
た
。

※
阪
南
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
業

者
は
阪
南
市
に
対
し
「
生
活
環
境
影

響
調
査
実
施
計
画
書
及
び
事
業
計
画

書
に
つ
い
て
の
説
明
は
行
う
が
、
そ

の
内
容
に
対
す
る
指
導
は
許
可
権
者

で
あ
る
和
歌
山
市
か
ら
法
令
に
基
づ

き
指
導
受
け
た
い
」
と
い
う
考
え
が

示
さ
れ
、
「
和
歌
山
市
と
事
業
者
の

間
に
事
前
協
議
の
手
続
き
に
解
釈
の

相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
２
月
20
日
に

そ
の
内
容
を
説
明
に
出
向
い
た
」
と

の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
は
「
業
者
が
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
関
係
各
課
と
個
別
に
行
う
」

と
事
前
協
議
の
フ
ロ
ー
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
阪
南
市
に
対
す
る
業
者
の

態
度
は
不
誠
実
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
業
者
の
対
応
が
住
民
不
安
に
つ
な

が
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
市
長
は
「
産
廃
建
設

14

17

14

11

市
が

月

日
に
業
者
へ
出
し
た
通
知
書
は
、
「
協
議
に
問
題
が
な
い
と

言
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
生
活
環
境
影

響
調
査
等
の
実
施
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の
通
知

書
は
業
者
と
の
事
前
協
議
の
終
了
通
知
で
は
な
い
こ
と
、
業
者
の
行
う
べ
き

事
前
協
議
も

月
以
降
進
展
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
業
者
は
阪
南
市
に
対
し
て
は
協
議
の
窓
口
を
和
歌
山
市
の
み
と
す
る
不

誠
実
な
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
反
対
運
動
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

12
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お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：８月 ５日（水）

８月１９日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無料生活法律相談

相談実施中は看板を出しています

無 料 生 活 相 談

議
会
開
会
中
の
７
月
２
日
、
山

口
連
合
自
治
会
か
ら
市
会
議
員
を

対
象
に
「
和
歌
山
市
山
口
地
区
山

中
に
計
画
中
の
産
業
廃
棄
物
安
定

型
最
終
処
分
場
経
緯
」
と
題
し
た

説
明
会
が
市
役
所
３
階
の
全
員
協

議
会
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
滝
畑

自
治
会
長
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

説
明
さ
れ
た
後
、
地
元
の
方
か
ら

「
私
た
ち
は
何
も
特
別
な
こ
と
を

望
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
こ
れ

か
ら
も
飲
み
続
け
た
い
。
地
震
な

ど
に
よ
る
ご
み
の
山
の
崩
壊
を
心

配
せ
ず
に
暮
ら
し
た
い
、
た
だ
そ

れ
だ
け
で
す
！
」
な
ど
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
、
日
本

共
産
党
市
会
議
員
５
人
全
員
が
参

加
し
、
市
会
議
員
38
人
中
33
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

大門みきし参議院議員

演説が面白く個性
的で印象に残ります。
来年の参院選の比例
候補者です。

『
反
対
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ

た
が
、
そ
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い

な
い
か
」
と
質
問
。
市
長
は
昨
年

の
９
月
議
会
の
答
弁
を
繰
り
返
す

形
で
「
山
口
地
区
住
民
と
直
接
お

会
い
し
、
強
い
不
安
を
聞
き
、
計

画
地
は
標
高
、
地
形
・
地
質
の
状

況
、
埋
立
容
量
を
考
え
る
と
、
山

の
崩
壊
、
地
下
水
へ
の
影
響
な
ど

に
疑
問
を
持
ち
、
計
画
地
が
適
切

な
場
所
で
は
な
い
と
感
じ
た
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

自
民
、
公
明
両
党
は
７
月

日
衆
議
院
安
保
法
制
特
別
委
員
会
で
戦
争
法

案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
そ
の
暴
挙
に
対
し
日
本
共
産
党
は

日
朝
、
Ｊ

Ｒ
和
歌
山
駅
前
で
抗
議
の
宣
伝
を
行
い
、
私
南
畑
さ
ち
代
も
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
、
マ
イ
ク
に
加
え
宣
伝
用
の
日
刊
赤
旗
新
聞
も
配
布
し

ま
し
た
。

日
、
衆
院
本
会
議
で
戦
争
法
案
が
可
決
さ
れ
、
参
議
院
で
審
議

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
た
か
い
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
！

日
本
を
戦
争
す
る

国
に
し
な
い
た
め
に
な
ん
と
し
て
も
戦
争
法
案

を
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

15

16

16

７
月

日
、
和
歌
山
城
西
の
丸
広
場
で
和
歌

山
弁
護
士
会
主
催
の
「
憲
法
違
反
の
『
安
保
法

制
』
に
反
対
す
る
７
・

和
歌
山
大
集
会
＆
パ

レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
２
５
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
民
主
党

の
国
会
議
員
が
安
倍
政
権
を
批
判
し
、
共
産
党

か
ら
は
宮
本
た
け
し
衆
議
院
議
員
が
「
力
を
合

わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

各
方
面
か
ら
訴

え
が
あ
り
、
若

者
は
「
総
理
の
わ
が
ま
ま
で
私
た
ち
の
生

き
方
を
決
め
る
な
」
と
訴
え
ま
し
た
。
集

会
後
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
ま
で
約
２
㎞
の
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
「
戦
争
法
案
絶
対
反

対
！
」
「
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
！
」
と
声

を
合
わ
せ
て
歩
き
ま
し
た
。
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